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HTV4ミッションに関する最新情報及び飛行中の情報につきましては、次のJAXAのホームペー

ジで見ることができます。 
http://iss.jaxa.jp/htv/mission/htv-4/ (HTV4の情報) 
http://fanfun.jaxa.jp/countdown/htv4/index.html (主に H-IIB ロケット中心の情報) 
 

 
2. 「こうのとり」4号機(HTV4)ミッションの打上げ／飛行

計画概要 
 

表2-1 HTV4ミッションの打上げ／飛行計画の概要 
2013年8月2日現在 

項 目 計 画 

HTVフライト名称 宇宙ステーション補給機「こうのとり」4号機（HTV4） 

打上げ日時（予定） 2013年8月4日 04時48分46秒 
※打ち上げ前の最新のISS軌道に基づいて決定されます。 

打上げ予備期間 2013年8月5日～9月30日 

打上げ場所 種子島宇宙センター 大型ロケット発射場 第2射点（LP2） 

ISSとの結合日時 
（予定） 

2013年8月 9日20時29分頃 ISSのボットアームで把持 
     8月 9日22時30分頃から結合作業を開始 
     8月10日早朝 結合 
（注：電力・通信ラインの結合完了を持って、「HTV結合完了」となります。） 

ISSからの分離日時 
（予定） 

2013年9月5日 
※ミッションの状況によっては変更される可能性があります。 

再突入日時(予定) 2013年9月7日 
※ミッションの状況によっては変更される可能性があります。 

軌道高度 投入高度：       約200×300km（楕円軌道） 
ISSとのランデブ高度：約410km 

軌道傾斜角 51.6度 

主要搭載品 

補給キャリア

与圧部 
船内物資 
（HTV補給ラック8台） 

補給キャリア

非与圧部 
米国の予備品2台と実験装置1台 

（MBSU, UTA, STP-H4） 
※：日時はすべて日本時間 

注：スケジュールはISSの運用状況に応じて変更されますので御注意下さい。 
また、ISSに結合されている期間（係留期間）は変更になる可能性があります。
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種 子 島 宇 宙 セ ン タ
（TNSC）に到着 

各社・TKSC出発 

第2段エンジン燃焼停止（打上げの14分7秒後） 

ISSのロボットアーム

による把持 

曝露パレット取出し／格納 

結合 

ISS分離 

三軸姿勢制御確立 

再突入 

SFA2へ搬入:  
各モジュール点検／物資の搭載／
HTV全機結合／推進薬の充填 第2射点（LP2）

へ移動:打上げ 

VABへ移動:  
H-IIBロケットに搭載 

SRB-A分離（打上げの2分4秒後と2分7秒後） 

第1段・第2段分離（打上げの5分54秒後） 
 

TDRS と の

通信確立 

軌 道 調 整 マ

ヌーバ 

入室／物資移送 

ISSの不用品の積み込み 

ISS分離準備 

近傍通信領域

到着 

フェアリング分離（打上げの3分40秒後） 

第1段エンジン燃焼停止（打上げの5分46秒後） 

HTV4の分離（打上げの14分57秒後） 

第2段エンジン燃焼開始（打上げの6分1秒後） 

約200km x 300kmの楕円軌道に投入 

追跡データ中継

衛星（TDRS） 

【参考】主要イベント 
HTV4ミッションでは、飛行5日目にISSに結合する予定です。係留期間中に補給

物資の移送を行い、補給物資の移送が終了すると、ISSの不用品を積み込みます。

その後、ISSから分離して大気圏に再突入する予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図3-1 HTV4ミッション主要イベント 

再 突 入 環 境 の 
データ取得実験

実施 
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4.1.1 システム関連品 
(1)ISS共通品／NASA物品 
 充電池/充電器、分岐器等の ISS システムの維持に必要な補用品や、呼吸用カー

トリッジ等の船外活動関連補用品、船外活動用簡易セルフレスキュー装置(SAFER)
など、ISS 共通で必要となる NASA 物品を運搬します。 
 
(2)「きぼう」システム品 

①キャビン環境モニタリング・ネットワークシステム(CANA) (初打上げ) 
CANAは、環境制御・生命維持システムの設計に必要な実環境データを、ISSを活用し

て蓄積するために開発されたシステムで、JEM船内の環境指標データの取得を行います。

現在のJEM内では温度と圧力センサが2式設置されていますが、センサとデータ収集シ

ステムを追加で設置し、環境データの充実をはかり、有人宇宙技術の向上につなげます。 
HTV4では、温度・湿度・風速・照度・気圧などのデータを収集するシステムを運搬し、

次のHTV5で様々なガスや臭気を測定するセンサを追加で運搬する予定です。 
 

②JEM搭載用ポータブル冷蔵・冷凍庫（FROST）(初打上げ) 
スターリング冷却器を使い、-70°Cまで冷却可能にしたJEMで使用する冷蔵・冷凍庫

で、停電時でも保冷できるよう国産の新たな保冷剤を開発しました。ISSにも冷凍・冷蔵庫

はありますが、各国が共用しているため自由に使えるほどの空きはないことから、日本も

独自に用意することにしました。 

 
図4.1.1-1 FROST 

 
③JEM輸送用ポータブル保冷ボックス（ICE Box）(初打上げ) 

HTVで打上げ、ISS到着するまでの間に使用する電源がなくても長期間の保冷が可能

な保冷ボックスを開発しました。保冷材はFROSTのものを一部改良し、高性能な断熱箱

と組み合わせることで10日間の保冷(約4°C)を実現しています。 
今回は実証フライトのため、内部には温度計測用のデータロガーと実験試料を搭載す

る予定です。 

 
図4.1.1-2 ICE Box 
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④その他、きぼうシステムのメンテナンス、故障対応品 

「きぼう」のメインプロセッサの予備品や、「きぼう」衛星間通信システム(ICS)の電力系

機器などを輸送します。ICS の機器は、2011 年 8 月に故障したため一度地上に戻して修

理を行ったものです。従来の宇宙機と異なり、故障しても修理して機能を維持できるのは

有人システムである ISS ならではの強みでもあります。 
 
 

4.1.2 搭乗員関連品 
食料（レトルト品、乾燥食品、菓子類、乾燥させた飲料、宇宙日本食など）や、飲料

水(480リットル)、宇宙飛行士の日用品（衣類、衛生用品など）が運ばれます。 
 

表4.1.2-1 HTV4に搭載される宇宙日本食の例 

 
 
宇宙日本食については、以下をご参照下さい。 
http://iss.jaxa.jp/spacefood/about/japanese/ 
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②超小型衛星 （「きぼう」より放出） 
 ISSの中では「きぼう」だけがエアロックとロボットアームを装備しています。これら

を使うことにより、船外活動をしなくても超小型衛星(CubeSat)を放出できます。超

小型衛星とその放出機構はHTV3で初めて運ばれ、ISSからの放出に成功しました。

HTV4でも再び超小型衛星(CubeSat)4機を運びます。 
超小型衛星(CubeSat)に関しては、付録4をご参照下さい。 

 
表4.1.3-1 HTV4で運ぶ4機の超小型衛星 

衛星名 Pico Dragon Ardusat-1 
(アーデュサット1) 

Ardusat-X TechEdSat-3 

外観  

 

 
 

 

 
サイズ  1U 1U 1U 3U 

機関  東京大学/ 
Vietnam National 
Satellite Center(ﾍﾞﾄﾅ

ﾑ）/IHIエアロスペース  

Nanorack社（米）／ 
NanoSatisfi社（米）  

NASA エイムズ研究センター 

ミッション  地球撮像  プログラム書き換え機能を有する

Openプラットフォームの技術実証 
クラウドファンディングで集めた資金

を基に開発(出資者はこの衛星にア

クセスし、写真撮影を行うなどの機

会が得られる。) 
http://www.kickstarter.com/projects/
575960623/ardusat-your-arduino-ex
periment-in-space 

Exo-brakeと呼ばれるブレーキ機構

の軌道離脱技術実証 

提供機関  JAXA公募衛星 NASA公募衛星 

 
③宇宙用超高感度4Kカメラ 
 この超高感度4Kカメラが狙うのは、12月に地球に接近し、世紀の大彗星になると期待され

ている“アイソン彗星”です。彗星が接近する今年12月には、若田光一宇宙飛行士がISSに滞

在しているため、若田飛行士がこの超高感度4Kカメラを使って彗星を撮影します。 
 ISSに4Kカメラを持ち込み、撮影するのは世界初の試みです。このカメラは4Kという、現行

のハイビジョンの4倍の画素数を擁する高解像度カメラで、さらに従来機の8倍を超える超高

感度化はじめ彗星撮影のために特別な改造がなされた物です。 
・世界初！超高感度4Kカメラ宇宙へ！！ http://www.jaxa.jp/press/2013/08/20130801_4kcamera_j.html 
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④NASAの実験装置の例 
 NASAが船外で実験を行っているロボット燃料補給ミッションRRM (Robotic 
Refueling Mission)を改良するためのフェーズII実験装置がHTV4で運ばれます。

この装置は船内貨物として運ばれて、きぼうのエアロックから船外へ移動した後、カ

ナダのロボットアームでRRMに設置される予定です。 
http://ssco.gsfc.nasa.gov/rrm_phase2.html 
 

 
図4.1.3-1  RRMの外観 

 
図4.1.3-2  HTV4で運ぶRRMフェーズII実験装置RRM On-orbit Transfer Cage 

(ROTC) 
 
 
4.1.4 民間利用の搭載品 
①KIBO ROBOT PROJECT 「KIROBO」(若田宇宙飛行士の滞在期間中に会話

実験を行う)  
KIBO ROBOT PROJECTのホームページ  
http://kibo-robo.jp/robot/ 

②地球人の心プロジェクト(DVD一式) 
地球人の心プロジェクトホームページ 
http://www.jsforum.or.jp/event/education/teraheart/ 
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4.1.5 レイトアクセスについて 
7月下旬に、ロケットのフェアリングにあるアクセスドアを開いて、HTVのハッチを再

度開き、物資の最終積み込み(レイトアクセス：Late Access)を行う予定です。レイトア

クセスは、フェアリング内の限定された空間の中での作業であり、狭い開口部の中に

足場となるキットや梯子を設置して行うため、細心の注意を払いながらの搭載作業と

なります。 
HTV3以降、物資の最終積み込み可能量を増やしていましたが、HTV4ではさらに

搭載可能バッグの許容上限を広げ、大型バッグにも対応できるように能力向上を図っ

ています。バッグサイズは、従来のダブルCTB (約50×43×50cm)上限から、約2倍の

体積であるM02バッグ(約90×51×54cm)上限まで対応可能になり、またバッグ質量も

従来の20kg上限から、50kg上限に引き上げることができました。 
貨物の搭載制約が緩和されたことで、幅広い貨物の搭載依頼に対応することがで

き、またタイムリーにISSに運べるようになりました。超小型衛星や、ICEBox、i-Ball
などもこの時点で搭載します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4.1.5-1 レイトアクセス模式図 

HTV 

フェアリング 

レイトアクセス用キット 
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図4.1.5-2 レイトアクセス作業風景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4.1.5-3 ダブルCTB         図4.1.5-4 M02バッグ 
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4.2 補給キャリア非与圧部搭載品（船外物資） 
 

HTV4ミッションでは、補給キャリア非与圧部の曝露パレットにはISSのシステム補

用品2台と、米国の実験装置1台の計3個の物資が搭載されます（約1.5トン）。 

 
図4.2-1 HTV3の曝露パレット(実験装置を搭載する前の写真) 

 

 
 

図4.2-2 HTV4打上げ時の曝露パレットの搭載イメージ 

 
図4.2-3  HTV4の曝露パレットに搭載された船外物資 

STP-H4 

MBSU 

UTA 
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4.2.1 ISSシステム補用品 
(1)ISS電力システム切り替え装置：MBSU (Main Bus Switching Units) 

MBSUはS0トラス上に4基が設置されており、ISSのメインバス電力系統を切り替

え（P6, P4, S6, S4トラスの太陽電池で発電したメインバス電力を、上流側の機器が

故障した場合にクロスストラップで切り替えて暫定的に復旧させることが可能）、下流

側の機器に配電するのに使われる電力系の機器です。MBSU自体が故障すると、

ISSの米国側の供給電力の1/4が失われることになることから船外活動(EVA)を行っ

て交換する必要があります。 
MBSUの予備品は、船外保管プラットフォーム2(ESP-2)に2個が保管されていまし

たが、MBSU-1が故障して、2012年8月から9月にかけて星出宇宙飛行士達が交換

したため、ISS上の予備品は1個だけになっていました。このため今回補充します。 

 
図4.2.1-1 ISSのS0トラスに設置された4台のMBSU (NASA提供) 

 
図4.2.1-2 HTV4で運ばれるMBSUの写真 (宇宙飛行士Mike HopkinsのTwitterより) 
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(2)ISS電力システム通信機器：UTA(Utility Transfer Assembly) 
 UTAは、P3/P4及びS3/S4トラスの回転するSARJ(Solar Array Rotary Joint)機
構の中心部で、配線が絡まることなく電力、通信インタフェースを提供するために使

われている機器であり、これが故障するとISSの米国側の電力の半分が失われてし

まう重要な機器です。現在、ISS上の予備品は1台しかないため、今回、もう1台を運

びます。 

 
図4.2.1-3 UTA (右は日本へ輸送する前に撮られた写真) (NASA提供) 

 
図4.2.1-4 SARJの中央部に取り付けられたUTA (NASA提供) 

 
図4.2.1-5 ISSのESP-2に現在保管されているMBSUとUTA（断熱カバーで覆われた

状態）(NASA提供：STS-130ミッション後に撮影) 

MBSU UTA 



HTV4プレスキット Rev.A 
 

4-13 

【参考】SARJ(Solar Alpha Rotary Joint) （サージ） 
SARJは、S4トラスとS6トラス、及びP4トラスとP6トラスの太陽電池パドルを太陽方向へ指

向するのに使われる回転機構であり、直径は約3.5m、重量は約1,134kgあります。ISSが地

球を1周する間にSARJも1回転することで太陽を追尾します（注：太陽電池パドルはこのアル

ファ軸周りの回転に加えて、ベータ軸周りにも回転できるようになっており、2軸方向の制御が

できます）。SARJは、S3/S4トラスとP3/P4トラスに各1基装備されています。 
発電した電力や通信データは、回転するSARJの中央部にあるUTA(Utility Transfer 

Assembly)を通して、ISS本体へ送られます。 
 

 
図4.2.1-6 SARJの構造 (NASA STS-115 Press kitより) 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4.2.1-7 SARJの回転リング (ロッキードマーチン社提供) 

UTA 

SARJの位置 
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4.2.2 NASA船外実験装置 
(1)STP-H4(Space Test Program – Houston 4) 
 STP-H4は米国の実験装置で、計8個の実験装置が搭載されています。気象観測、

熱制御実験、放射線計測、データ処理モジュールの試験、雷によって生じる現象の観

測などを行います。 
 
 

 

 
図4.2.2-1 STP-H4 (NASA Press kitより) 
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4.2.3 曝露機器の移動作業 
HTV4の曝露パレットに搭載された機器は、ISSのロボットアーム(Space Station 

Remote Manipulator System: SSRMS)を使って、HTV4の補給キャリア非与圧部

から引き出され、ISS上に仮設置されます。曝露パレット上に設置された各搭載機器

の 移 動は 、 SSRMS で特 殊 目的 ロ ボ ット アー ム (Special Purpose Dexterous 
Manipulator: SPDM)「デクスター」を把持し、その「デクスター」を使って行われます。

運搬した各機器はELC(Exposed Logistic Carrier)に設置する予定です。最後に廃

棄するSTP-H3実験装置を移動して曝露パレットに固定します。 
これらの移動が終わると、SSRMSから「デクスター」を外して、SSRMSで曝露パレ

ットを再び把持してHTV4の補給キャリア非与圧部に戻します。 

 
図4.2.3-1 SPDMを使って米国の船外物資を運搬する様子 

(HTV2で運搬したFHRCの移動) (NASA提供) 

 
図4.2.3-2 SPDM「デクスター」 (NASA/CSA提供)

FHRC 

SPDM 

MBS POA SSRMS 
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図4.2.3-3 HTV4で運搬する機器の保管先と廃棄する実験装置の場所(NASA提供) 

 

 
図4.2.3-4 HTV4に載せて廃棄する予定のSTP-H3  

(NASA提供: STS-134打上げ前に撮影した写真) 

ELC-3 

廃棄するSTP-H3を回収 

ELC-1 

STP-H4を設置 

ELC-2 

MBSUを保管 

ELC-4 

UTAを保管 
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5. 「こうのとり」を活用した技術の蓄積 
 「こうのとり」はISSへの物資運搬だけなく、今後の宇宙機開発に役立つ技術の蓄積

にも活用されます。4号機では以下の2つの技術蓄積に使われます。 
 
5.1  再突入観測 
 HTV3では、再突入データ収集装置 (i-Ball)を搭載して再突入時のデータ取得に

成功しました。HTV4でもi-Ballを再び搭載して再突入時のデータ取得を行います。 
また、今回はHTV4が再突入する様子を、新たにISSから撮影します(図5.1-2参照)。 

本データ取得の目的は、再突入する宇宙機の破壊現象を把握することにより、落

下予測精度を高めて着水警戒区域の縮小につなげると共に、大気・加熱率等の再突

入機の設計(回収機であれば耐熱性の検証、廃棄する機体であれば耐熱性や強度

の余裕を減らして燃え尽きやすい設計)に役立てるためのデータ取得を行うものです。

1回だけのデータ取得では精度が出せないため、数回の試験を行って測定精度を高

める必要があります。 
今回は前回得られたデータを基に、重点的にデータを取得するポイントを絞り込ん

で詳細にデータを取得するなどの改善が行われます。 
i-Ballに関しては、付録4に追加情報を紹介していますので、ご参照下さい。 
 

表5.1-1 再突入データ収集装置(i-Ball)の仕様概要 
開発元  IHIエアロスペース 

取得データ  ・温度データ（i-Ball内部及びHTV与圧部） [測定範囲を拡大] 
・加速度/角速度データ [データ収集頻度を強化。  毎秒1回から

毎秒20回へ] 
・カメラ静止画データ  
・GPS航法データ  
・HTV与圧部圧力データ [新たに追加] 

サイズ  重量：22.1kg（コンテナ込：24.9kｇ） 
i-Ball外径：φ400mm  
コンテナ外形：410×440×435mm  

着水・ 
データ送信  

パラシュート開傘により減速し着水。フローテーションバッグにより

浮遊した状態で、イリジウム衛星経由でデータを送信  
 

 
図5.1-1 i-Ballと収納用のボックス 
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図5.1-2 HTV3とHTV4の再突入前の軌道の違い 

HTV4では再突入の様子をISSから撮影できるようにするために、DSM3,4を追加して待機軌道高

度を下ることでHTVを地球一周回分先行させ、一周して戻ってきたタイミングで軌道離脱マヌーバ

(DOM: De-Orbit Maneuver)を実施します。 
 
 

5.2 表面電位計測 （初実施） 
ISSは太陽電池を使って160Vで発電していますが、プラズマコンタクタユニット

(PCU)を使用することでISS本体の電位をほぼ周辺のプラズマ電位レベルに維持し

ています。50Vで発電を行なっているHTVがISSに結合する際に電位がどのように変

化するかを明らかにすることは、ISSの安定運用の観点からは非常に重要です。この

ため、HTV4では太陽電池パネル1枚を外して、そこに表面電位センサを搭載してデ

ータの収集を行います。 

   
           HTV3              HTV4 
 

図5.2-1 表面電位センサ(ATOTIE-mini)の設置場所 
ATOTIE-mini（Advanced Technology On-orbit Test Instrument for space 

Environment - mini） 
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付録1 「こうのとり」(HTV)の構成 
 
HTVは、「補給キャリア与圧部」、「補給キャリア非与圧部」、「曝露パレット」、「電気

モジュール」、「推進モジュール」から構成されます。物資は、「補給キャリア与圧部」と、

船外実験装置などを搭載した曝露パレットを運ぶ「補給キャリア非与圧部」の2つの貨

物区画に搭載します。 
 
HTV が ISS に接近したと きに双方向通信を 行う ための近傍通信システ ム

（Proximity Communication System: PROX）やアンテナ、反射器（レーザレーダリ

フレクタ）などは、ISSの「きぼう」日本実験棟に設置されています。 
 

 

 
図A1-1 HTVの全体構成 

 
 

共通結合機構 
（CBM） 
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表A1.4-1 電気モジュールのサブシステムの概要 

航法誘導制御系 

・ HTVの軌道投入後、誘導制御系の位置・姿勢センサを用いて航

法情報を入手し、地上からのコマンドで、HTVの単独飛行を実施

するためのシステムです。 
・ 主に、GPSアンテナ、ランデブセンサ、地球センサ、誘導制御コン

ピュータ、アボート制御ユニットから構成されます。 
・ ロボットアームで把持される直前には、ISSとの相対位置を76cm

以内、相対速度を秒速7mm以内に制御します。ISSおよびHTV
はそれぞれ秒速約8,000mで飛行しており、相対速度をその

0.0001%にまで制御します。 

通信系 

・ HTVの通信系サブシステムは、NASAの追跡・データ中継衛星

（TDRS）を介して通信を行うための衛星間通信装置(Inter-Orbit 
Link System: IOS)と、ISS近辺にてISSと通信を行うための近傍

通信装置(Proximity Link System: PLS)から構成されます。い

ずれの通信にもSバンドを使用します。 
・ PLSに関しては、ISS近傍約200kmで通信確立し、ISS直下10m

のキャプチャ点に到達するまで使用されます。 

データ処理系 

・ データ処理サブシステムは、コマンド受信、テレメトリ送信機能を

有しています。 
・ 電気モジュール・推進モジュールの熱制御、補給キャリア与圧部

の環境制御、HTV各所の異常検知・通知等、他サブシステムの

データ処理・制御をサポートします。 

電力系 

・ バッテリは1次電池（Primary Battery: P-BAT）7個と、2次電池

（Secondary Battery: S-BAT）1個が搭載されています。 
・ 日照時に太陽電池パネルで発電した電力を電力制御器（Power 

Control Unit：PCU）で制御して供給すると共に、余剰電力を2次

電池（S-BAT）に蓄電します。 
・ 単独飛行中の日陰時には、2次電池（S-BAT）に蓄電された電力

および1次電池（P-BAT）の電力を各システムに供給します。 
・ ISS結合中にISSからの電力供給が途絶えた場合は、1次電池

（P-BAT）の電力を各システムに供給します。 
・ HTVのISS結合中は、ISSから供給される電力(120V)をDC/DC

コンバータで所定の電圧(50V)に変換／安定化してHTVの各機

器類に供給します。 

太陽電池 ・ HTVの外壁には、電気モジュールの外壁の8枚を含めて、計56
枚の太陽電池パネルが搭載されています。 
- 補給キャリア与圧部の外壁：20枚 
- 非与圧部の外壁：23枚 
- 電気モジュールの外壁：8枚 
- 推進モジュールの外壁：4枚（注） 
注) HTV3 では作業干渉の観点から 1 枚削除。HTV4 では表面電位セ

ンサを搭載するために追加で 1 枚削除。 

[HTV1, 2： 6 枚、HTV3： 5 枚、HTV4： 4 枚] 
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表A1.5-1 HTVのスラスタ構成 

 
仕様 

メインエンジン 
 

姿勢制御用スラスタ 
(RCSスラスタ) 

数量 2基 × 2系統（冗長構成） 
計4基 

14基 × 2系統（冗長構成） 
計28基 ＊ 

推力／1基 

IHIｴｱﾛｽﾍﾟｰｽ社HBT-5 
500N(ニュートン)級 

(HTV3以降※) 
 

Aerojet社R-4D  
 500 N(ニュートン) 

 (HTV1, 2, 4) 
 

IHIｴｱﾛｽﾍﾟｰｽ社 
120N(ニュートン)級 

(HTV3以降※) 
 
Aerojet社R-1E   

   120 N(ニュートン) 
               (HTV1, 2, 4) 
 

＊ 全28基のうち、12基は補給キャリア与圧部外壁に設置されています 
 ※ HTV4は輸入品(予備品として残っていたもの)を使用します 

 
 

 
図A1.5-4 メインエンジンと姿勢制御用スラスタの位置 

メインエンジン 
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付録3 「こうのとり」(HTV)の運用概要 
HTVミッションで共通的に行われる運用の概要を以下に示します。 
 

ＦＤ１(飛行１日目)の運用 
ミッション概要 
・ 打上げ／軌道投入 
・ 自動シーケンスによる軌道投入後の運用（HTVサブシステムの自動起動、三軸姿勢制御確立、機体

の異常点検、HTV運用管制室との通信接続） 
・ ランデブ用軌道制御 
●打上げ／軌道投入 
HTVは、H-IIBロケットに搭載されて種子島宇宙センターから打ち上げられます。ISSの軌道面が種子島

の上空を通過する時間帯に合わせて打ち上げられるため、打上げ機会は1日に1回となります。 

 
H-IIBロケットの機体移動と打上げ (HTV2) 

HTV 
打上げから約2分後に計4基の固体ロケットブースタ(SRB-A)が2基ずつ分離され、約3分40秒後にはフェ

アリングが分離されます。打上げから約5分46秒後に第1段エンジンの燃焼を停止し、第1段が分離されま

す。その後第2段エンジンが始動され、HTVを高度200km×300km、軌道傾斜角51.6度の所定の楕円軌

道に投入します。第2段エンジンは打上げの約14分後に停止し、打上げから約14分後にHTVを分離しま

す。 

   
 フェアリング分離             第1段分離 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

第2段分離 

 軌道投入後の運用 
HTVはロケットから分離すると、自動的にサブシステムを起動し、機

体の姿勢を安定させ、機体の異常の有無を点検します。その後

NASAの追跡データ中継衛星（TDRS）との通信を確立することで、

筑波宇宙センター（Tsukuba Space Center: TKSC）にあるHTV運

用管制室との通信を開始します。 
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【飲料水の運搬】 
 HTVによる飲料水の輸送はHTV2号機で初めて行われました。HTV4では2回目の運

搬が行われます。 
HTV4では、HTV2と比べて水バッグ(Contingency Water Container-Iodine: 

CWC-I)の 搭載量が4袋(80リットル)から24袋(480リットル)に増やされています。水は

NASAの飲料水基準を満たすものを種子島の水道水から精製し、殺菌成分として微量の

ヨウ素を添加したものを水バッグに充填しています。 
 

 

 
図A3-2 飲料水を充填した水バッグ(CWC-I)と梱包材(上：HTV2、下：HTV4) 

(上の写真で紫色のラベルがつけられた袋が水バッグで、周りは梱包材です) 
 

 
図A3-3 飲料水の搭載イメージ 


